
◎新型コロナワクチン予防接種における注意点、効果・副反応について 

 

ワクチンにはどのようなものがあるのですか。 

→病原体（ウイルスや細菌など）そのもの又は、病原体を構成する物質などをもとに作ったワク

チンがあります。 

病原体（ウイルスや細菌など）そのもの又は、病原体を構成する物質などをもとに作ったワクチンを接種す

ることで、その病原体に対する免疫ができます。具体的には、以下のようなものがあります。 

• 生ワクチン 

病原性を弱めた病原体からできています。接種すると、その病気に自然にかかった場合とほぼ同じ免疫力がつくこと

が期待できます。一方で、副反応として、軽度で済むことが多いですが、その病気にかかったような症状が出ることが

あります。代表的なワクチンとしては、MR ワクチン（M:麻しん、R:風しん）、水痘（みずぼうそう）ワクチン、BCG ワクチン

（結核）、おたふくかぜワクチンなどがあります。 

• 不活化ワクチン、組換えタンパクワクチン 

感染力をなくした病原体や、病原体を構成するタンパク質からできています。1 回接種しただけでは必要な免疫を獲

得・維持できないため、一般に複数回の接種が必要です。代表的なワクチンとしては、DPT-IPV:四種混合ワクチン（D:

ジフテリア・P:百日せき・T:破傷風・IPV:不活化ポリオ）、DT:二種混合ワクチン（D:ジフテリア・T:破傷風）、日本脳炎ワク

チン、インフルエンザワクチン、B 型肝炎ワクチン、肺炎球菌ワクチン、HPV（ヒトパピローマウイルス）ワクチンなどが

あります。現在、新型コロナウイルスの表面にあるスパイクタンパク質に対する組換えタンパクワクチンが国内外で承

認を受けており、日本でも接種されています。 

• mRNA（メッセンジャーRNA）ワクチン、DNA ワクチン、ウイルスベクターワクチン 

これらのワクチンでは、ウイルスを構成するタンパク質の遺伝情報を投与します。その遺伝情報をもとに、体内でウイ

ルスのタンパク質を作り、そのタンパク質に対する抗体が作られることで免疫を獲得します。現在、新型コロナウイル

スの表面にあるスパイクタンパク質に対する mRNA ワクチンが国内外で承認を受けており、日本でも接種されていま

す。 

 

 

ワクチンを接種するのに注意が必要なのはどのような人ですか。 

→ワクチンを接種するにあたって注意が必要なのは下記の方です。予診票に記載した上で予診を

受けていただきます。 

一般に、以下の方は、ワクチンを接種するにあたって注意が必要です。当てはまる方は、予診票に記載をして

いただいた上で、予診を行います。 

・過去に免疫不全の診断を受けた人、近親者に先天性免疫不全症の方がいる方 

・心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障害などの基礎疾患のある方 

・過去に予防接種を受けて、接種後 2日以内に発熱や全身性の発疹などのアレルギーが疑われる症状がでた方 

・過去にけいれんを起こしたことがある方 

・ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こるおそれがある方 

ワクチン接種は体調のよいときに受けるのが基本ですので、特に基礎疾患のある方は、病状が悪化していた

り、全身が衰弱している場合は避けた方がよいと考えられます。ご心配な方は、主治医にご相談ください。 



また、新型コロナワクチンは筋肉内に注射することから、抗凝固療法を受けている人、血小板減少症または凝

固障害のある方は、接種後の出血に注意が必要とされています。 

 

新型コロナワクチンの接種にはどのような効果がありますか。  

→新型コロナワクチンには、重症化予防効果等がある事が確認されています。 

新型コロナワクチンについては、人や動物における国内外で実施された研究などにより、新型コロナウイル

ス感染症にかかった場合の入院や死亡等の重症化等を予防する重症化予防効果が認められたと報告されてい

ます。 

 

 

これまでに認められている副反応にはどのようなものがありますか。 

→新型コロナワクチンの主な副反応として、注射した部分の痛み、疲労、頭痛、筋肉や関節の痛

み等がみられることがあります。稀な頻度でアナフィラキシー（急性のアレルギー反応）が発

生します。現時点で重大な懸念は認められないとされています。 

 

各社のワクチンについて、以下のような副反応がみられることがあります。また、頻度は不明ですが、重大

な副反応としてｍRNAワクチンについては、ショック、アナフィラキシー、心筋炎、心膜炎、組換えタンパク

ワクチンについては、ショック、アナフィラキシーがみられることがあります。 

 

稀な頻度でアナフィラキシー（急性のアレルギー反応）が発生したことが報告されています。もし、アナフィ

ラキシーが起きたときには、医療機関ですぐに治療を行うことになります。また、mRNAワクチンでは、頻度と

してはごく稀ですが、心筋炎や心膜炎を疑う事例が報告されており、心筋炎や心膜炎についてはこちらをご覧

ください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_qa.html#30


ワクチン接種後の副反応疑い報告の状況や健康状況に係る調査の結果について公表しており、新型コロナワク

チンの安全性については審議会での評価を踏まえ、特段の懸念はないものと考えられています。 

 


